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1.  平成21年9月期第2四半期の連結業績（平成20年10月1日～平成21年3月31日） 

（注）当社は、平成21年９月期より第２四半期報告書を作成しているため、平成20年９月期第２四半期の数値及び対前年同四半期増減率については記載
しておりません。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年9月期第2四半期 4,344 ― △40 ― △86 ― △194 ―
20年9月期第2四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

21年9月期第2四半期 △78.84 ―
20年9月期第2四半期 ― ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年9月期第2四半期 4,799 1,599 33.3 621.74
20年9月期 4,802 1,477 30.8 720.92

（参考） 自己資本   21年9月期第2四半期  1,599百万円 20年9月期  1,477百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年9月期 ― 0.00 ― 25.00 25.00
21年9月期 ― 0.00
21年9月期 

（予想）
― 10.00 10.00

3.  平成21年9月期の連結業績予想（平成20年10月1日～平成21年9月30日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
連結業績予想につきましては、平成21年５月１日付で修正開示を行っております。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,047 △41.2 23 △97.2 △52 ― △170 ― △67.69
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
［（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。］ 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

［（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。］ 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社グループが現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づ
いており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年9月期第2四半期 2,572,300株 20年9月期  2,050,000株
② 期末自己株式数 21年9月期第2四半期  ―株 20年9月期  ―株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年9月期第2四半期 2,468,549株 20年9月期第2四半期 2,050,000株
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当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、米国におけるリーマンショックから始まった世界的な金融経済不

安から景気が急速に減速し、厳しい状況が継続しております。国内外の急速な需要減少が、自動車や電機をはじ

めとした製造業に深刻な打撃を与え、依然生産調整が続いております。当社グループの経営成績と相関性の強い

電子部品・デバイス工業分野においても、需給ギャップの急激な拡大に対応して、大幅な減産を余儀なくされ、

その生産の減少には底打ち感は見られるものの、大きく回復するには至っておりません。一方、貴金属、銅など

の金属価格については、一時の急速な下落から徐々に回復する動きを示しておりますが、下落前の水準までは回

復しておらず、為替が円高に振れる可能性もあることから、先行きについても予断を許さない状況となっており

ます。 

このような厳しい環境のもと、当社グループでは、経費の削減や人員の再配置などにより、現状のような厳し

い事業環境においても事業運営が可能な体制へスリム化を実施するとともに、今までの営業戦略を継続するほ

か、新たな市場や新規顧客の開拓にも取り組んでまいりました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、景気後退の影響により主要取引先からの集荷の減少及び貴

金属や非鉄金属相場の下落を受け、4,344百万円となりました。営業損益に関しましては、合理化による経費節

減、人件費の削減、その他全般的なコスト削減等に努めたものの、取扱数量の減少や貴金属相場の下落により売

上が大幅に減少したことにより、40百万円の営業損失となりました。経常損益に関しては、デリバティブ評価損

30百万円を計上し、86百万円の経常損失となりました。第２四半期連結累計期間の四半期純損益に関しては、繰

延税金資産の回収可能性について検討した結果、繰延税金資産の取り崩しによる法人税等調整額97百万円の計上

により、194百万円の四半期純損失となりました。 

  

事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。 

（貴金属事業） 

当事業の主要取引先の属する電子部品・デバイス工業分野においては、生産数量が急激に落ち込んでおりま

す。特に、当社のシェアが高い水晶関連業界は平成20年11月頃より大幅な生産調整に入り、日本水晶デバイス工

業会の発表する生産数量は前連結累計期間比で33％の減少を示し、特に当社の取引先においては工場の一時帰休

を行うなど、大幅な生産調整を行っております。また、主力製品である金の価格も、当連結累計期間に金融危機

や円高の影響を受けて下落し、その後徐々に値を戻してきたものの、当連結累計期間平均では大きな下落となり

ました。 

この結果、貴金属事業全体としては、金、銀、プラチナ、パラジウムの価格はいずれも前連結累計期間の水準

を下回り、また、電子部品デバイス分野の生産調整の影響を大きく受け、売上高は3,821百万円、営業利益は238

百万円となりました。 

（環境事業） 

当事業の主要取引先が属するプリント基板業界においては、前述の景気後退による影響を受け当連結累計期間

の国内生産は振るわず、特に自動車部品関連を中心に相当な打撃を受けるに至りました。北関東、新潟、東北地

方に位置する当社の主要なお客様においては、急激にその生産を減少いたしました。また、主力製品である銅ペ

レットの販売単価については、景気後退と円高の影響も受け急落し、現在では徐々に値を戻しているものの、下

落前の水準には至っておらず、当連結累計期間平均では大きな下落となりました。 

この結果、環境事業全体としては、主力の塩化第二鉄液、銅ペレットにおいて、プリント基板業界の生産調

整、銅市況悪化の影響を受け、売上高は464百万円、営業利益は29百万円となりました。 

（その他の事業） 

システム受託開発事業においては、昨今の景気悪化の影響を受け、システム開発への予算凍結や延期を行う取

引先が出てきており、事業環境は厳しさを増してきております。このような状況の中、新製品である食品業界向

け危機管理システム「ハザードナビ」の販売、開発コストやその他経費の削減等について活動を行ってまいりま

した。また、運輸事業においても同様、景気後退により受注が減少しており厳しい環境となっておりますが、人

件費の削減等により経費の削減を実施してまいりました。 

この結果、その他の事業全体としては、売上高は142百万円、営業損失は33百万円と損失が増加いたしまし

た。 

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報
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（１）資産、負債及び純資産の状況 

（資産の部） 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ３百万円減少し、4,799百万円となりました。 

これは、現金及び預金が510百万円増加したものの、受取手形及び売掛金が152百万円の減少、たな卸資産が200百

万円の減少、繰延税金資産が71百万円減少したこと及び投資有価証券が36百万円減少したこと等によるものです。 

  

（負債の部） 

当第２四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ124百万円減少し、3,200百万円となりました。 

これは、短期借入金が592百万円増加したものの、買掛金が117百万円の減少、未払法人税等が230百万円の減少、

社債が40百万円の減少、長期借入金が82百万円減少したこと等によるものです。 

  

（純資産の部） 

当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ121百万円増加し、1,599百万円となりました。

これは、一般募集・第三者割当増資により資本金及び資本剰余金がそれぞれ194百万円増加し、利益剰余金が245百

万円減少、その他有価証券評価差額金が21百万円減少したことによるものです。 

  

（２）キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、1,068百万円となりました。 

当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動により使用した資金は、139百万円となりました。 

これは、主な収入要因として、減価償却費が105百万円、売掛債権の減少が152百万円、たな卸資産の減少が200百

万円があったものの、主な支出要因として、税金等調整前四半期純損失が96百万円、仕入債務の減少が117百万円、法

人税等の支払が229百万円あったことによるものです。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動により使用した資金は、542百万円となりました。 

これは主に、定期預金の預入による純支出388百万円、工場設備等有形固定資産の取得に154百万円を支出したこと

等によるものです。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動により得られた資金は、804百万円となりました。 

これは主に、長期借入金の返済で90百万円及び社債の償還で240百万円、配当金の支払で51百万円を支出したもの

の、新株の発行による収入388百万円、短期借入金の純増600百万円及び社債の発行による収入198百万円があったこと

によるものです。  

  

  

今後の経済環境につきましては、世界的に景気の低迷がしばらく続くものと予想され、当社の業績に影響する電子

部品デバイス分野の生産についても、早期に下落前の水準にまで回復することは難しいと想定しております。貴金

属、銅の市況については、一時の急激な下落から徐々に値を戻しているものの、為替の円高懸念もあり、予断を許さ

ない厳しい状況が継続するものと想定しております。 

このような状況の中、現状のような厳しい事業環境に対応するため推進している、生産の合理化、人件費の削減、

その他全般的なコスト削減等の諸施策を継続して推進するとともに、新たな市場や新規顧客の開拓にも注力してまい

ります。この景気の低迷期を準備期間と捉え、回復期には大きく成長できるよう改善を進めてまいります。 

なお、昨今の事業環境や最近の業績動向を踏まえ、平成21年９月期（平成20年10月1日～平成21年９月30日）の業

績予想について平成21年５月１日に修正発表しております。詳細については平成21年５月１日発表の「業績予想の修

正についてのお知らせ」をご参照ください。 

  

  

２．連結財政状態に関する定性的情報

３．連結業績予想に関する定性的情報
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 該当事項はありません。 

  

  

 固定資産の減価償却の算定方法 

  減価償却の方法として定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償却の額を期間按

分して算定する方法によっております。 

  

 １．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結

財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

 ２．重要な資産の評価基準及び評価方法の変更 

   通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、個別法及び総平均法による低価法を採用してお

りましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平

成18年７月５日）が適用されたことに伴い、個別法及び総平均法による原価法 （貸借対照表価額について

は収益性の低下に基づく簿価切り下げの方法）により算定しております。 

   なお、この変更により、営業損失は59百万円増加しておりますが、経常損失及び税金等調整前四半期純損

失に与える影響はありません。 

   なお、セグメントに与える影響は、当該箇所に記載しております。  

  

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年３月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,810,404 1,300,149

受取手形及び売掛金 283,506 435,751

商品 18,995 15,519

製品 174,004 185,022

原材料 10,648 22,065

仕掛品 415,502 597,663

繰延税金資産 － 66,206

その他 44,832 78,098

流動資産合計 2,757,894 2,700,476

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 1,065,207 985,948

減価償却累計額 △490,411 △465,347

建物及び構築物（純額） 574,796 520,600

機械装置及び運搬具 1,732,068 1,723,676

減価償却累計額 △1,318,645 △1,254,229

機械装置及び運搬具（純額） 413,423 469,446

土地 814,009 814,009

建設仮勘定 14,107 24,640

その他 36,093 38,330

有形固定資産合計 1,852,430 1,867,027

無形固定資産 41,445 46,402

投資その他の資産   

投資有価証券 63,506 100,287

繰延税金資産 － 5,503

その他 86,446 85,037

貸倒引当金 △2,005 △1,900

投資その他の資産合計 147,947 188,928

固定資産合計 2,041,823 2,102,359

資産合計 4,799,718 4,802,835
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年３月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 163,894 281,735

短期借入金 1,516,832 924,572

1年内償還予定の社債 88,000 288,000

未払法人税等 2,514 232,800

その他 247,668 480,307

流動負債合計 2,018,909 2,207,416

固定負債   

社債 488,000 328,000

長期借入金 449,852 532,518

退職給付引当金 70,335 63,890

役員退職慰労引当金 161,320 192,510

繰延税金負債 11,757 －

その他 247 618

固定負債合計 1,181,512 1,117,536

負債合計 3,200,422 3,324,952

純資産の部   

株主資本   

資本金 504,295 310,000

資本剰余金 339,295 145,000

利益剰余金 737,933 983,806

株主資本合計 1,581,524 1,438,806

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 17,771 39,076

評価・換算差額等合計 17,771 39,076

純資産合計 1,599,296 1,477,882

負債純資産合計 4,799,718 4,802,835
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成21年３月31日) 

売上高 4,344,766

売上原価 3,795,190

売上総利益 549,576

販売費及び一般管理費 590,208

営業損失（△） △40,632

営業外収益  

受取利息 219

受取配当金 891

受取賃貸料 1,555

保険解約返戻金 3,200

補助金収入 1,467

その他 2,472

営業外収益合計 9,806

営業外費用  

支払利息 19,880

デリバティブ評価損 30,941

その他 5,237

営業外費用合計 56,060

経常損失（△） △86,885

特別利益  

固定資産売却益 98

役員退職慰労引当金戻入額 31,190

特別利益合計 31,288

特別損失  

減損損失 35,460

固定資産除却損 1,556

投資有価証券評価損 1,399

役員退職慰労金 2,545

特別損失合計 40,960

税金等調整前四半期純損失（△） △96,558

法人税、住民税及び事業税 519

法人税等調整額 97,544

法人税等合計 98,064

四半期純損失（△） △194,622
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（第２四半期連結会計期間） 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年３月31日) 

売上高 1,762,577

売上原価 1,481,657

売上総利益 280,919

販売費及び一般管理費 247,478

営業利益 33,441

営業外収益  

受取利息 139

受取賃貸料 1,555

保険解約返戻金 3,200

補助金収入 1,467

その他 779

営業外収益合計 7,142

営業外費用  

支払利息 9,908

デリバティブ評価損 37,906

その他 2,037

営業外費用合計 49,852

経常損失（△） △9,268

特別利益  

固定資産売却益 98

役員退職慰労引当金戻入額 31,190

特別利益合計 31,288

特別損失  

減損損失 35,460

固定資産除却損 26

投資有価証券評価損 860

特別損失合計 36,347

税金等調整前四半期純損失（△） △14,327

法人税、住民税及び事業税 260

法人税等合計 260

四半期純損失（△） △14,588
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成21年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △96,558

減価償却費 105,015

減損損失 35,460

貸倒引当金の増減額（△は減少） 105

退職給付引当金の増減額（△は減少） 6,444

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △31,190

受取利息及び受取配当金 △1,110

支払利息 19,880

社債発行費 1,960

デリバティブ評価損益（△は益） 30,941

為替差損益（△は益） 113

投資有価証券評価損益（△は益） 1,399

固定資産売却損益（△は益） △98

固定資産除却損 1,556

売上債権の増減額（△は増加） 152,244

たな卸資産の増減額（△は増加） 200,977

仕入債務の増減額（△は減少） △117,841

その他 △197,630

小計 111,668

利息及び配当金の受取額 1,110

利息の支払額 △22,800

法人税等の支払額 △229,743

営業活動によるキャッシュ・フロー △139,764

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △828,596

定期預金の払戻による収入 440,000

有形固定資産の取得による支出 △154,451

有形固定資産の売却による収入 238

無形固定資産の取得による支出 △1,686

その他 1,640

投資活動によるキャッシュ・フロー △542,855
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（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成21年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 600,000

長期借入金の返済による支出 △90,406

社債の発行による収入 198,040

社債の償還による支出 △240,000

株式の発行による収入 388,591

配当金の支払額 △51,250

その他 △582

財務活動によるキャッシュ・フロー 804,392

現金及び現金同等物に係る換算差額 △113

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 121,659

現金及び現金同等物の期首残高 947,075

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,068,734
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 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成20年10月１日 至 平成21年３月31日） 

 （注）１．事業区分の方法 

当社の事業セグメントは、経営組織の形態と製品及びサービスの特性に応じて区分しております。 

２．各区分に属する主要な製品 

  

３．会計処理の方法の変更 

（たな卸資産の評価に関する会計基準） 

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会

計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」 （企業会計基準第９号 平成18年７月５日）を適用して

おります。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業損失は、

貴金属事業で59,215千円増加しております。 

  

  

 当第２四半期連結累計期間（自 平成20年10月１日 至 平成21年３月31日） 

 本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。  

  

  

 当第２四半期連結累計期間（自 平成20年10月１日 至 平成21年３月31日） 

 海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  
貴金属事業 
（千円） 

環境事業 
（千円） 

その他の事業
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結 
（千円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売

上高 
 3,821,517  462,645  60,603  4,344,766  －  4,344,766

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 －  1,780  81,744  83,525 (83,525)  －

計  3,821,517  464,426  142,348  4,428,292 (83,525)  4,344,766

営業利益（営業損失）  238,387  29,166 (33,415)  234,139 (274,771) (40,632)

事業区分 主要製品 

貴金属事業 
金地金、銀地金、白金地金 、パラジウム、貴金属回収精錬処理 

各種治具の洗浄・再生、機能部品の再生  

環境事業 
塩化第二鉄液、クロムエッチング液、使用済み廃液の回収、水処理剤 

銅粉、銅ペレット  

その他の事業 
自動計測検査システム、計測ネットワークシステム、工業薬品の運搬 

廃液の収集運搬  

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕
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 当社は、平成20年10月１日及び平成20年10月16日開催の取締役会において、一般募集（ブックビルディング方

式）及び第三者割当増資（オーバーアロットメントによる売出しに関連した第三者割当増資）を決議し、一般募

集については、平成20年11月５日に、第三者割増資については平成20年12月２日に払込が完了しております。こ

の結果、第１四半期連結会計期間において資本金が194,295千円、資本準備金が194,295千円増加し、当第２四半

期連結会計期間末において資本金が504,295千円、資本準備金が339,295千円となっております。  

  

  

  

「参考資料」 

前年同四半期に係る財務諸表 

  

当社は、平成21年９月期より第２四半期連結財務諸表を作成しているため、「参考情報」 については記載しており

ません。 

  

  

  

 該当事項はありません。  

  

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

６．その他の情報
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